








 要約:小児保健サービスに関わる人材の質的充実を目的に検討を行った。健診システムを

構築、調整できるコーディネーターを中心として、 小児科医、 保健婦などの専門職を十

分に確保する。 専門職はそれぞれの専門的知識を有するのみでなく、 健診や保健指導に

関する意欲をもち、 他の職種と協力したり相互交流する。事務処埋マニュアル、 業務指

導マニユアルなどの作成、 健診終了後の事例検討会、 市区町村、 地域医師会、保健所、

医療機関などとの連携、 地域社会への配慮、 各種現任研修の体系的実施などが望まれる。


